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小河（神戸市）の溜池の生物（爬虫網・両生綱・硬骨魚綱）
笹井隆邦＊

Studies on the Aquatic Species ofthe Pondsin the Ougo District ofKobe City，
Hyogo Prefecture．（REPTILIA

はじめに
兵庫県には約44000個，神戸市には約6600個の溜池

があると言われ，特に神戸市北区の低山地には谷池が
多く存在する。1999年～2001年にかけて神戸市北区山
田町藍那で調査を行い（笹井2000，2001a，2001b），
2002年には隣接する小河地区の調査を行った。小河は，
藍那同様低山地の谷を切り開いて棚田が作られており
（写真1），集落周辺部では水田が残っている。そこで
水田が極端に少ない藍那地区と小河地区における溜池
の生物相の比較をするために小河を今回の調査地とし
た。また，放棄された谷では藍那と同様に遷移が進み
（写真2），溜池が次々と消滅しており，現在生息して
いる生物種のみを記録した。
調査地
神戸市北区山田町小河の一部（約1500mX1400m）
を調査区域とした（図1）。

調査期間
2002年1月30日～12月28日

調査方法
各池には，訪れた順に番号（NoOl～NG72）をつけた。

調査では原則として，池のある場所・池の構造（土・
石・コンクリート等）・サイズ・状態（水の有無・水
位・天候・気温・pH・水温・色等），田畑（旧田畑）
の方角・池の水が利用されているかどうかについても
記録した。水位については，満水時の水位（土手から
用水路につながる一部低い部分）から何cm下がって
いるかを調べ，同時にpH・水温を測定した。pHの
測定には，Shindengen社製のpHメーター（ISFET
pH METER KS701）を用い，岸から30cm付近の
水面近くで測定した。生物については，目視により水
生植物の有無，水際や水面にいる各種生物の科名また
は種名を確認した。その後，タモ網で水中の動植物を
採集し，科名または種名を確認して水中に戻し，種名
の確認できない生物のみを持ち帰った。また，メダカ
については，必ず複数尾を捕獲し，カダヤシ
（Gα∽〟∫dqが乃ね句が乃ね）ではないことを確認した。

＊神戸市長田区大谷町2－6－2　神戸常盤短期大学

AMPHIBIA・OSTEICHTHYES）

結果及び考察
調査は総計57回行った。地図（図1）では約90の溜
池を数えることができるが，今回はこのうち72池を調
査した。各地を訪れた回数は1～8回で，番号が後にな
るほど調査回数は少なくなった。延べ調査地数は379
池となった。
小河地域は低山地にあるため，すべての池が谷の一

部をせき止めてつくられた“谷池”で，小さい池が多
かった。よく管理されている池では，山に降った雨水
が池に流れ込むように溝が掘ってあるが，水田耕作が
放棄された谷では，そのような溝も落ち葉や土で埋も
れ，水が流れ込みにくくなり，水が溜まりにくい状態
になっている。これら水の全くなかった15池について
は，調査から省いた。
稲作状況を調べたところ，2002年度は，集落の付近
では稲作や畑作が行われているが，集落から少し離れ
た谷では放棄されて荒地となっているところが多く，
放棄された谷では水のない溜池が多い（図1）。2002
年度は2001年度に比べて僅かに休耕田が増加した。

＜池の構造＞
池の構造は，池の周りが土のみ（一部に自然の岩を
含む場合あり），基本的に土であるが一部にシートを
使用（写真3），土手等に石垣を使用，土手等にコンク
リートを使用の4パターンに分けた。その結果，72池
のうち土のみの池は51池（70．8％），一部（多くは土
手の部分）をシートで補強した池は16池（22．2％），
一部に石垣を使用した池は2池（2．8％），一部をコン
クリートで補強した池は3池（4．2％）で，全面コンク
リートの池は見られなかった。シートで補強した池の
シートはすべての池で程度の差はあるが破れており，
防水効果は期待できないが，植物の生育はシートによ
りある程度阻まれているようであった。

＜池の状態＞
調査時に毎回水があった池は72地中49池（68．1％）
であった。また，湿地であるが降雨の後に水が溜まっ
ていた池は2池（2．8％），乾いているが時々湿地状態
になり抽水植物が残っている池は6池（8．3％），常に
水がない池は15池（20．8％）であった。
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1．2002年度の耕作地と溜池の分布
［：コ2002年度　水田
［＝コ2002年度　畑
［＝ヨ2002年度休耕田
［：＝］ススキ・クズ・セイタカアワダチソウ等が繁茂している放棄田

⊂コ放置され、ササ・タケ・潅木等が進入している放棄田（荒地）
⊂コ水があった池
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＜地の水の利用状況＞
調査期間中に，池の水の利用を確認できた池は72池
中28池（38．9％）で，その多くは，太いホースやパイ
プが水田や溝までひかれており，7池でポンプが設置
されていた。池NG52では，標高差36mも水を汲み上げ
て溝を経て池NQ16へ流し込み，その下の水田に水を供
給していた。また，池NG2（写真4）や池NQ50は貯水能
力がなく，水が下流側の池に流れ込んでいるだけであっ
た。

＜池の水位＞
1回目の水位の計測を田植え前までに行うことがで
きた池は池NQ52までであった。これらのうち，利用さ
れた池における水位の変動幅の平均は67cm（n＝28），
利用されなかった池の水位の変動幅の平均は46cm
（n＝7）であった。すべての池についてみると，100
cm以上の水位の変動幅があった池は7池であったが，
それらはすべて水が利用された池であった。池によっ
て水位の変動に違いが見られるが，特に利用されてい
る池で変動幅が大きかった。8月に降雨が少なかった
ためか，9月には各池で水位が極端に下がり，池NQ39
では水がなくなった（写真5，6）。また，池NG28，池
NG38（写真7），池NQ48のようにメダカが生息している
池でも水の利用によって水深が極端に浅くなった池も
見られた。池NG38では11月には水位がかなり回復して
いた。最も水位の変動幅が大きかったのは池NoO6（写
真8）で，160cm（5月23日は満水で水が溢れる，11月
10日は－160cm）であった。池No06は大きく深い池な
ので生物への影響はそれほど深刻とは思えない。むし
ろ，小さく浅い池で水位が僅か数cmとなってしまっ
た池では，移動できない魚綱にとっては死活問題とな
る。また，放棄地域で水のある池の水位は平均－78cm
（n＝14）と満水からはほど遠い状態にあった。

＜pH（水素イオン指数）＞
調査期間中に5回以上測定した池は43池あり，それ
らの平均pHは6．95（6．48～7．45），全ての池では6．93
（5．7～9．5m＝52）であった。

＜爬虫網＞
〔クサガメ　C肋emy∫柁eVe浦〕
主に平地の河川や池沼に生息し，それに続く水田や

水路などにも見られる（内山ほか2002）。小河では19
池（33．3％）で見られ，藍那北部，南西部と同じよう
な割合で生息を確認した（表2）。
〔ニホンイシガメ　〟。〟remy∫ノ叩0乃血〕
日本固有種で，山麓の池沼や水田，河川の上流から

中流にかけて見られる雑食性のカメである（内山ほか
2002）。小河では，57池中2池（3．5％）で確認した。

〔シマヘビ　gJ叩ゐeq〟ddrgv両地〕
頚部から4本の黒褐色の縦条が入る大型のヘビで，

開けた平地から山地まで様々な場所で普通に見られる
（内山ほか2002）。気性が荒く，頭部を持ち上げ，尾
を震わせて威嚇する。池NQllでトノサマガエルを追い
かける大型個体を目撃したが，頭部を持ち上げたまま，
かなりのスピードで倒木や水面上を移動していた。今
回の調査では10池（17．5％）で確認した。水田と雑
木林の間にある農道でも度々目撃した。
〔ヤマカガシ　朗血和地和正M∫〕
背面は褐色の地に黒色の斑紋があるが，色彩の個体

変異は大きく，異化型も多く見られた。平地の水田や
小川，湿地に多く，カエル類を主に食べている（内山
ほか2002）。小河では7池（12．3％）で確認できたが，
池付近の水田ではさらに多くの個体が見られた。池NQ
56では，トノサマガエルを捕食中の本種を見ることが
できた。
〔ニホンカナヘビ　乃毎加∽〟∫ねC砂加mdde∫〕
日当たりの良い農道や雑木林の緑でたびたび観察さ

れたが，池の縁ではあまり見られなかった。
〔ミシシッピアカミミガメ　7加わe叩∫∫CゆねeJ聯那〕
北米原産の帰化生物でいわゆるミドリガメのことで
ある。藍那北部同様確認できなかった。
〔ニホンマムシ　GJ叩d拍∫肋の毎が月
大きな銭型紋を持つ毒蛇である。他のヘビは逃げる

音で気付くが，本種は近づいてもじっとしていること
が多く，側を通っても存在に気付きにくい。今回の調
査では，林道，畦，休耕田等で見かけたが，池の緑で
は確認できなかった。
〔ニホントカゲ　g〟meCe∫Jd血C〟J助∫〕
個体数は少なく，池の縁では見られなかった。

＜両生綱＞
〔カスミサンシ’ヨウウオ　坤仰あ血〝gあ〟わ∫〟∫〕
兵庫県版レッドデータ　Bランク
西日本の代表的な止水性のサンショウウオである。

丘陵や平野部の落葉や瓦礫の下，腐葉土の中に潜んで
生活するため，普段はなかなか目にすることはない
（内山ほか2002）。溜池では，16池（28．1％）で本種
の成体・幼生・卵のうのいずれかを確認することがで
きた。藍那の南西部でも，水田があった頃には多くの
卵のうが見られたが，1999～2000年の調査ではごく一
部の池に集中して産卵していた（笹井2000，2001a）。
1～3月の産卵期には，1年中水が溜まっている水田の
溝や浅い溜池で出会うことができる。小河では，溜池
よりも水田の溝で多数の成体，卵のう，幼生を確認し
た。1年中水が染み出してきて水が溜まっている棚田
のしりげの重要性を改めて実感した。
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〔ニホンイモリ　q乃叩∫のrrゐogd∫Jer〕
池・水田・湿地等の水中で見られることが多い。放

棄された谷にある2池（3．5％）で幼生を確認した。
また，水田の溝で成体を2個体確認した。藍那地域で
は確認できなかった種である。
〔ニホンヒキガエル　β承り叩0〝血再呼0柁血∫〕
兵庫県版レッドデータ　Cランク
生息場所は広く，海岸から高山まで見られる。後肢
が短くずんぐりした体形で跳ねることは稀で歩くこと
が多い。耳腺から毒液を出す（内山ほか2002）。異な
る谷の2池（3．5％）で幼生または卵塊を確認したが
成体を発見する事はできなかった。
〔ニホンアマガエル　坤JdJ甲州fcd〕
生息範囲は広く，小河ではいたるところで目にとま
る小型のカエルである。体色は周囲の環境によって様
々に変化するが，鼓膜の後ろに黒褐色の線が入ること
で，シュレーゲルアオガエルやモリアオガエルの若い
個体と区別することができる。25池（43．9％）で確認
したが，溜池よりも水田およびその周りの農道沿いに
多くの個体が生息していた。
〔ニホンアカガエル　尺α〃dJ叩0〃血〕
兵庫県版レッドデータ　Cランク
平地や丘陵地の水田や湿地などに生息する。産卵は
2～3月頃，水の溜まった水田の溝や，浅い池で行わ
れる。水田の場合，オタマジヤクシは水田に水が入る
と一斉に分散するが，池では浅瀬に群がっていること
が多い。冬期に産卵が行われるため，圃場整備が行わ
れて乾田化した水田では生息できない。また，カエル
になると産卵期以外は水辺から離れて，雑木林の中で
生活する。小河では9池でアカガエルを見たが，すべ
て本種であった。また，8池でオタマジヤクシが見ら
れたが，背面に一対の黒斑があり，本種と確認できた。
近縁のヤマアカガエル（兵庫県版レッドデータ　Cラ
ンク）の生息を確認することはできなかった。
〔トノサマガエル　此肌日毎叩肋抑止舶〕
平野や低山地の池や沼に生息する。跳躍力が強く，

池に近づくと，土手にいる個体は一跳びで池に飛び込
んでしまう。背面中央に黄色～黄緑色の線が入ってい
るので確認は容易である。小河では36池（63．2％）で
本種を確認した。藍那北部では37．5％であったので，
明らかに生息数に違いが見られる。本種は，池よりも
水田で多くの個体を確認した。
〔ダルマガエル　尺α〃dp0mαみ柁V如血〕
兵庫県版レッドデータ　Aランク
トノサマガエルに似るが，四肢が短く，瀬戸内地域

の岡山種族は背中線がない。平野や低山の沼や水田に
生息する（松橋・奥山2002）。今回の調査では，かな
り以前に放棄された谷にある溜池で1個体のみ確認す
ることができた。

〔ツチガエル　Rd乃d r〟gO∫α〕
兵庫県版レッドデータ　Cランク
平地から低山地の，ゆるい流れの小川・溝・水田・
池沼にすむ）。溜池では3池（5．3％）でしか見られな
かったが，水田ではより多くの個体を確認した。
〔ウシガエル　尺α乃d Cαね∫あgk∽α〕

北米原産の帰化生物である。平地の河川，ダム，池
沼，湿地，水田等の水辺周辺に生息する。成体は，他
のカエルや昆虫，小鳥や晴乳類まで食べる（内山ほか
2002）。約半数にあたる29池（50．9％）で生息を確認
した。
〔ヌマガエル　尺α乃α〃椚仰Cゐαrね〕

平地の水田・池沼に普通に見られる。ツチガエルに
似るが両眼の間にⅤ字型の斑紋があること，腹面が暗
色にならないことで区別できる（松井1993）。小河で
は13池（22．8％）で確認することができた。
〔シュレーゲルアオガエル　尺ゐαC甲ゐor〟∫∫C肋g招〕
兵庫県版レッドデータ　Cランク
平地から丘陵地帯の水田地帯や草地に生息する。産

卵は水田の畦や池沼の周辺の土中に白い泡状の卵塊を
産み付ける。今回の調査では，溜池では1個体を確認
したのみであるが，圃場整備をしていない谷あいの水
が染みだしているような水田の畦で，いくつもの卵塊
を見ることができた。

＜魚綱＞
魚綱に関しては，メダカの生息を中心に調べたため，
目視および約2mのたも網ですくえた魚種のみのデー
タとなっている。
〔メダカ　0り，Z血Jd卸g∫〕
兵庫県版レッデータ　要注目種
浅い池・沼や水田の間の用水路などに生息し，水面

近くの浮遊動物を食べる（川那部・水野1996）。小河
では一部の水田と23池（40．4％）で生息を確認するこ
とができた。しかし，藍那と同様多くの池は孤立して
おり，メダカが移動する手段は絶たれている。水田が
放棄された谷では，かろうじて水が残っている池にも
生息しているが，これらの池では全滅も時間の問題で
あろう。
〔ドジョウ　〟ねg〟川〟∫α〃g〟～〃血〟血加〕

兵庫県版レッドデータ　Bランク
水田や用水路の底泥部に生息し，底泥上の藻類やそ
の分解物を食べる（川那部・水野1996）。小河では，
溝に多数生息している水田があるが，6～7年前と比
べると激減した。溜池では7池（12．3％）で見られた
が，いずれも水生植物が豊富で浅く小さい池である。
藍那北部で1池，藍那南西部では見られなかったが当
地ではまだ生息している池や水田が残っている。
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〔コイ　C知r血∫C叩わ〕
湖の沿岸部や池・沼，大河の下流域に多い。底泥上
の藻類・水草・底生動物等を摂食する（川郡部・水野
1996）。8池（14．0％）で見られた。水田が放棄され
た谷では，池の水深が浅くなっており，40cmを超え
るようなコイが背びれを出して泳いでいるような池も
あった。
〔フナ類　α用∫血∫Cdm∫∫血∫〟あ甲．〕
フナ類は形態，生態ともに変化に富んでいる。溜池

では目視によってフナと確認することはできる。しか
し，たも網で捕獲できるのは2～4cmの小個体である
ため同定は行わずフナ類としてまとめた。今回の調査
では8池（14．0％）で見られた。
〔ブルーギル　上申0mねmdCnワC鋸r〟∫〕
北米東南部原産の帰化生物である。湖・池・河川緩
流部の水草のある所を好む。浮遊動物から底生動物・
卵まであらゆる物を捕食する（川那部・水野1990）。
小河では1池（1．8％）で生息を確認した。本種が生息
する池NQ37ではオオクチバスも生息している。この池
では，数年前から両種の生息を確認しているが，両種
以外に見られるのは約30cmのコイ・大型のウシガエ
ル・アメンボ類・ミズムシ（甲殻類）ぐらいで，生物
層の貧弱な池になっている。
〔オオクチバス　〟kJ■叩rer〟∫∫dJ〝∽捷＝dJmddg∫〕
北米東部原産の帰化生物である。流水域よりも水草
のある止水域を好む。魚・エビ・カエルなどを主食と
し，小型個体は水生昆虫も食べる（川那部・水野1990）。
小河では道路沿いの3池（5．3％）で生息を確認した。
池NQ47では大型個体が見られ，6月に体長約3cmの稚魚
を採集した。

小河の溜池では，藍那で見られたモツゴ，ヨシノポ
リの生息を確認できなかったが水田と密接に関係して
いるメダカやドジョウは藍那に比べ多く生息していた。
藍那地域に比べると水田の残っている小河であるが，
小河川沿いの水田では圃場整備が行われ，ドジョウが
姿を消してしまった。しかし，川から水を引けない谷
では溜池の水を利用して水田耕作が行われており，各
種の里山の生物の生息を確認することができた。中に
は兵庫県版レッドデータのAランクにあげられている
動植物を含め，幾種類もの絶滅危倶種が生息している
ことがわかった。各地で激減しているこれらの生物が
小河で生息しているのは，雑木林一溜池一水田がU字
溝なしにつながっており，水田のしりげには常に水が
染み出して溜まっている環境があることが大きな要因
となっている。しかし，当地もすでに放棄されて荒地
になった谷も幾つかあり，休耕田も少しずつ増えていっ
ているのが現状である。何とか今の状態を保っていく
方法はないものだろうか。
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写真1　池No．04　明るい谷池には小動物が豊富　2002年12
月17日

写真2　クズが繁る放棄田の向こうに池No．35．36がある
2002年9月26日

写真3　池No．16　土手をシートで補強　2002年8月30日

写真4　池No．02　地図上は池となっているが水田だったら
しい　2002年10月5日

写真5　地No．39　7月には水があった　2002年7月11日

－　66　－

写真6　池No．39　9月には干上がった　2002年9月11日



写真7　池No．38　多数のメダカが生息している池　水田に
水を引いたため水が激減　2002年9月11日 写真8　池No．06　小河で最大の溜池　2002年11月10日
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